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湘南VISION大学  環境教育テキスト

　「湘南VISION大学」とは、NPO法人
湘南ビジョン研究所が主催する「海」
の環境教育に特化した市民大学です。
「海をもっと楽しもう！」をテーマに、海
を体感するアクティビティやワークシ
ョップを通して、海の生き物や環境、歴
史、海の楽しみ方を学びます。学校教
育法が定める国立や私立大学ではな
く、子どもからシニアまで、誰もが入学
できる「海の学び場」です。
　当大学は、国連サミットで採択され
たSDGs（持続可能な開発目標）の理念に共感し、「14. 海の豊かさを守ろう」の達成に貢献することを目指してい
ます。2018年5月5日に設立・開校し、2年間で51講座開催、合計2,251人の生徒に受講いただきました。
　受講生を１万人輩出することが私たちの目標です。受講生が海の環境に少しでも関心を持つようになって、
「海を守る」活動をみんなで進めていけば、湘南はもっともっといいまちになると思っています。
　このたび、当大学の授業用の環境教育テキストを作成しました。毎回の授業で配布しますが、無料で配布しま
すので是非ご活用いただければ幸いです。

湘南VISION大学　学長　片山清宏

〜海をもっと楽しもう！〜
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(2) こんなものまで!？湘南の海岸ごみの特徴

　湘南は、人口が密集した街に丹沢山系の山と海を繋
ぐ川があるのが特徴です。多くの海水浴場がある湘南
海岸には海水浴客が集まるため「海岸ご み 」が多いと
言う印象が強いですが、それは海岸ゴミの約3割に過
ぎません。
　海岸ごみの約7割は川から流れてきます。
　山から流れる川 の流れが街にあるごみを全て集め
て、海岸まで運んでくるのです。つまり、海岸ごみは、私
たちが暮らす社会全体の集大成といえます。海岸のご
みは社会全体の問題。最終的には、そこに暮らす人ひ
とりひとりのマナーの問題に 行き着きます。

⑦ 注射器
　危険な割によく海
岸に落ちています。右
の写真のように一箇
所に大量に捨てられ
たケースもあります
が、ほとんどは、河口
部などに他のごみと混じって漂着することが多いです。
多くの注射器には針先が付いており、怪我だけでなく、
感染の危険性も心配されます。神奈川県では、年間100
本程度の注射器が回収されています。

（出典：公益財団法人かながわ海岸美化財団HP）

① 流木・木くず
　神奈川県には、高い山と大きな河川があるため、そ
こから流れてくる流木や、アシ・ヨシ・竹などの木くず類
が非常に多く海岸に漂着します。特に、相模川や酒匂
川のような大河川からは、大量の流木や木くずが流れ
出てきます。また、境川などの都市河川からは、護岸に
植えられた街路樹の葉が腐葉土のようになって海岸に
漂着します。

② タバコのフィルター
　海岸だけでなく、街中で「ポイ捨て」されたものも河
川や排水溝を通じて海岸へ流れ込み、汀線上に並んで
漂着します。サイズが小さいため、通常の海岸清掃で
全て回収するのは困難。大規模なボランティア清掃の
時などに呼びかけて、人の手で一本ずつ回収していま
す。
　平成22年度から神奈川県では「安全･きれい･快適な
ビーチを目指して」県内の海水浴場において、海水浴
場開設期間の開場時間中は喫煙場所以外での喫煙を
禁止する条例が施行されたため、期間中に海水浴場エ
リア内にポイ捨てされるごみは減少しました。

③ 花火大会のごみ
　海岸で花火をして、そのまま片付けないで帰ってしま
うケースが多く見られます。また、夏季などに海岸で開
催される花火大会では、一部の見物客が、足元に敷い
たシートや飲食物の容器等をそのまま残して帰ってし
まうことも多く、花火大会の翌日の海岸周辺は、ごみで
溢れかえります。

④ バーベキューごみ
　5月～10月頃の天気の良い週末の湘南海岸は、バー
ベキューを楽しむ人で賑わいます。そのため、海岸の出
入口や駐車場、なかには、バーベキューをしたその場
に、ごみを放置していくケースが多く見られます。
　バーベキューごみは、量が多く、食品等の臭いが強
いため、カラスについばまれ、ごみが広範囲に散乱し
がちです。清掃やごみ回収の回数を増やして対応して
いますが、バーベキューのマナーの向上など、根本的
な解決策が求められています。

⑤ スプレー缶
　卓上コンロ、整髪剤、潤滑油等、さまざまなスプレー
缶が河川を経由して海岸に漂着してきます。清掃では、
このスプレー缶だけは別に回収し、ガス抜きをしたあ
と不燃物として処理しています。過去にごみ処理場等
で爆発した例もあるので、特に、ボランティアが集めた
ごみの中からスプレー缶を取り除く作業は欠かせない
ものであり、スプレー缶は、慎重に扱わなくてはいけな
いごみの一つです。

⑥ 漁業系ごみ
  波浪や管理が悪くて流されてしまった影響で、海岸に
は、たくさんの漁業系ごみが漂着します。魚を入れる発
泡スチロール製の箱（トロ箱）からウキ、漁網、中には廃
船まで。　
　漁網や廃船等は、ごみ処理場に持ち込む前に、公益
財団法人かながわ海岸美化財団（以下「かながわ海岸
美化財団」と言います。）で中間処理（割ったり、切った
り、細かく砕いたり）が必要になるため、非常に厄介な
ごみの一つです。

１　湘南海岸にはどんなごみがあるの？

(1) 湘南の海岸ごみとは？ 



























16  

 SHONAN VISION  vol.29｜
  2

0
2
0
年

1
月

号
　

2
0
2
0
年

1
月

2
5
日

発
行

 　
発

行
：
N

P
O

法
人

湘
南

ビ
ジ

ョ
ン

研
究

所
　

〒
2
5
1
−

0
0
2
7
神

奈
川

県
藤

沢
市

鵠
沼

桜
が

岡
3
-
9
-
2
9
　

  sh
o
n
a
n
-
v
isio

n
.o

rg

PUBLISHER：片山清宏

EDITOR IN CHIEF：片山清宏

ART DIRECTOR：大戸千尋

EDITORIAL STAFF：白取朋恵、松本彩、AYANO NAKAGAWA

中許竜宏、大塚靖雄、片山久美

COVER PHOTO：AYANO NAKAGAWA　　　 

Vol.29
2020.01

14  SDGsとは？ 

　先進国を中心とした一部の人が豊かな生活を享受
する一方、多くの人の生活や環境には多大な負荷がか
かっています。この負荷はあまりにも大きすぎ、この状
況を持続することは不可能です。2015年9月。国連サミ
ットで「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採
択されました。ここに記載された国際目標が「持続可能
な開発目標（SDGs）」です。SDGsは、地球上の「誰一人
取り残さない」ことを誓い、2030年までに持続可能でよ
りよい世界を目指す、としています。

　湘南ビジョン研究所は、国連サミットで採択された
SDGs(持続可能な開発目標)の理念に共感し「14.海の
豊かさを守ろう」の達成に貢献することをめざし、事業
を実施していくことを新たにミッションとして掲げまし
た。

　2019年度には、県と連携してSDGsの普及促進活動
に取り組む団体として「かながわSDGsパートナー」に登
録されました。これに伴い、地域でのSDGsの取組みを
後押しする新たなツール「SDGsつながりポイント」の実
証実験の一環として、2019年12月8日(日)鎌倉市の由比
ガ浜海岸でビーチクリーン活動＆芋煮会を県と共催で
開催しました。
　今後、このようなセミナー等様々な機会や媒体を通
じて県と連携してSDGsの推進をPRしていきます。

　地域や性別にかかわらず、貧困、飢餓、教育、衛生、労
働、などの不平等をなくすこと。環境に対する負荷を軽
減すること。そのために必要な社会の仕組みづくりも
含め、我々がジブンゴトとして取り組むべき課題が17の
ゴールと169のターゲットとしてSDGsに記されていま
す。
　湘南ビジョン研究所では、ブルーフラッグ認証の推
進など「14.海の豊かさを守る」の実現に向けての活動
が多いですが、SDGsについての理解を深めるSDGsカ
ードゲームなどの講座も実施しています。

　神奈川県は、国の「SDGs未来都市」及び「自治体
SDGsモデル事業」に選定されています。
　2018年夏、鎌倉市由比ガ浜でシロナガスクジラの赤
ちゃんが打ち上げられ、胃の中からプラスチックごみが
発見されたことを受け、神奈川県は、これを「クジラから
のメッセージ」として受け止め、持続可能な社会を目指
すSDGsの具体的な取組として、深刻化する海洋汚染、
特にマイクロプラスチック問題に取り組むとする「かな
がわプラごみゼロ宣言」を発しました。　

　「かながわプラごみゼロ宣言」は、プラスチック製スト
ローやレジ袋の利用廃止・回収などの取組を、市町村
や企業、県民とともに広げていくことで、2030年までの
できるだけ早期にリサイクルされない、廃棄されるプラ
ごみゼロを目指すものです。

参考：持続可能な開発のための2030アジェンダ（仮訳）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000101402.pdf

中学生向け教材『私たちがつくる持続可能な世界～SDGsをナビにして～』
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_navi.pdf

(1) SDGsとは？

(3) 湘南ビジョン研究所とSDGs

(2) 神奈川県のSDGs

この活動は一般財団法人セブン‐イレブン記念財団の助成を受けています。


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

